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Ⅰ　はじめに
　小海町立ギャラリー創における美術展の企画会議にお
いて、企画展「ふれあい展」に出品参加している作家が
小学校へ出向いて、学校で味わう授業とは違ったかたち
で、個性ある表現とは何かを実体験してもらう体験を先
生と児童にさせてはどうかと筆者は提案した。この企画
展には毎年、近隣の小学校に作品の出品を要請している
のであるが、その出品してくる作品を見ると画一的な作
品が多くみられ、いま、「個性」を育むということを問
われ久しいが、教育現場では、その個性教育が実を結ん
でいないのが現状であると感じられた。そのようなこと
から平成 21年 6月に南佐久郡内の小海小学校、北牧小
学校、北相木小学校、南相木小学校の 4校に出向き絵画
の授業を行った。
Ⅱ　出向いての授業事例
　出前授業の事前準備は、作家が体験する内容の材料を
用意し、学校側は描く道具を用意してもらうという方法
をとった。授業内容は想像力と自己表現力を養うための
音と音楽を目を閉じて視聴してもらい、頭の中に描かれ
たことを用意した紙に描いてもらうという方法をとった。
まず準備運動として、慣れてもらうために想像しやすい
曲を 1曲目に、次にもう少し想像を豊かにするために知
っている曲を 2曲目に、3曲目としてより想像力を要求
されるものを用意した。
　実際には、1曲目は花火の音を 2分ほど視聴し、はが
きを自由に 3分割した一片をとり、頭の中に描かれた内
容を自由に描いてもらう。2曲目は宮崎駿監督作品「と
なりのととろ」より「さんぽ」を視聴し、1曲目と同様
に他の 1片をとり描いてもらう。「さんぽ」は小学生が
知っていたり、学校の音楽の授業で習ったりして親しん
でいるので、連想しやすく、各児童の思いを描いてもら
った。3曲目はクジラの声を 2分ほど視聴し、残りの 1
片に、同様の方法で描いてもらった。描き終わった後、
各片を台紙のはがきの上に乗せ、紙片を合わせはがきの
形にして、各児童が自分の描いた絵の意外性を味わう。
慣れたところで、別に用意した自由にカットした紙片に
2曲目に視聴した「さんぽ」を再度視聴してもらい、同
様に描いてもらうという行為をした。参加した先生や児
童ははじめ戸惑いを表していたが、要領が分ってくると
手に持つクレヨンや絵筆は自由闊達に動くようになって
いた。
　この授業を行うにあたって、視聴する曲についてそれ
が何であるかは事前に話さなかった。また、それについ
ては各人が自分の頭の中で自分の今までの経験を通して
想像してもらうようにしたため、同じ曲を聞いてもいろ
いろな形として描かれた。また、正解は自分の描いたも
のであることから、絵を描くことに自信のない児童も、
良いところを掴みとり褒めると描く度に恥ずかしさを忘
れ描いていた。参加した先生はこんな表情の児童を見た
ことがないというほど終わった後の児童の表情は達成感
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を味わった表情を浮かべており、児童たちに今回の出張
授業は受け入れられたと考えられる。
Ⅲ　まとめ
　今回の方法は先生にも音楽と絵画を融合させたことに
より、図工は図工という授業ではなく、図工と音楽そし
て出来上がった作品から物語をつくるという国語の授業
ができるまで展開できることを予感させ、授業の幅をも
たせる発想をもたらせることができた。学校の授業は、
とかく管理的授業になりやすく、授業を受ける側が一方
的な受け身になることが多い。また、管理しやすい方法
として、一つの答えありきで行われるため、一部児童に
正解は何かを追い求める傾向が見受けられた。今回は正
解は児童自身が描いたものが正解であるとしたことによ
り、受ける側の能動性が求められ、各児童の表情には積
極性が感じられた。
　ここで注意する点は、想像しにくい曲などを用意する
と、容易に想像できないため不満が生じ、良い結果を得
られなくなるので注意する必要がある。
　後日、各小学校へ出向き、関係の先生および校長先生
に口頭にて意見を伺ったところ、この出前授業は有意義
であったという回答であった。
　その時の会話の内容を示すと、①現在の小学校におけ
る現状は、学校のカリキュラムは図工、体育、音楽の時
間数が減少され、また、図工に関しては外部からのコン
クールへの出展依頼が多く、図工のカリキュラム消化に
影響を及ぼしている。②先生が子供たちへの期待として、
規格にはまらずに子供たちがもっと自由に描くかと思っ
たらそうでもなかった。③今回の体験を通して同じ曲を
聴いて、こんなにも違う描き方ができるのかと思った。
④いつもの図工の時間では、例えばひまわりを描きなさ
いという課題ではそれを見て、観察力を養うということ
に重点を置いて描くということであったが、今回の授業
では音楽を聴いて、自分なりに想像して描くということ
が新鮮で、児童それぞれが思い思いに描き、お互いの描
いた絵を見て違いを感じ合うことができて有意義なもの
であったなどといった感想意見が述べられた。
　最後に描いてもらった絵は 4校合同作品として一つの
作品とした。ほほえみ展終了後、小海町庁舎内ロビーに
展示し、町民のみなさんに見てもらうことにした。作品
鑑賞を有名な画家のものだけでなく、身近な人たちの作
品を鑑賞して描く表現の可能性を感じてほしいというこ
とと、誰でも描けるという勇気を持ってほしいというこ
ともあった。庁舎ロビー展示後、4校の 1校に保管して
いただき、各学校への巡回展を行う。
　学校の授業は児童にとって受け身であり、実践的に行
っている美術家が出向いての授業は、想像力と自己表現
力に力点を置いて能動的に行わせることによって、個性
を養うことができるのではないかと考える。
Ⅳ　おわりに
　一部の児童にとって、小学校の授業が将来どのような
形で役立つのか具体的に頭の中で描くことができないた
めに、教科への興味や集中力が薄れがちである。その点
において、社会で実践的におこなっている者や上級の学
校で教壇にたっている者が小学校へ出向いて授業を行う
ことは、児童にとって、教科の未来への可能性や将来な
りたい職業を想像することができ、その教科に対する必
要性を認識できる可能性がある。また、通常の授業と違
った授業を受けることにより、学ぶことの新しい発見と
意義を感じ取ることができ、担当教師にとっても教え方
の多様性を体感してもらうことができるのではないか。
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